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ユ0/ブ、ん′ 朝
普
及
開
発
関
係
費
は
新
聞
広

告
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
Ｐ
Ｒ
施
設

運
営
な
ど

に
あ

て
ら
れ
る
費

用
。
マ
ス
コ
ミ

ヘ
の
接
待
や
自

民
党
の
機
関
紙

へ
の
広
告
費
に

使
わ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
各

社
の
有
価
証
券
報
告
書
に
記
載

さ
れ
て
お
り
、
大
手
で
は
初
め

て
と
な
る
関
西
電
力
美
浜
原
発

が
稼
働
し
た
７０
年
度
か
ら
２
０

１
１
年
度

（
１２
年
３
月
期
）
ま

で
の
４２
年
間
を
調
べ
た
。

（
億
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

■
電
力
９
社

の
普
及
開
発
関
係

善
景
１
９
７
０
～
２
０
１
１
年
度
）

金
の
算
定
の
も
と
に
な
る

「原

価
」
に
組
み
込
む
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
き
た
が
、
経
済
産
業
省

は
今
年
３
月
、
料
金
値
上
げ
の

新
ル
ー
ル
で
、
必
要
不
可
欠
な

も
の
を
除
い
て
原
価
に
認
め
な

い
こ
と
に
し
た
。

福
島
第

一
原
発
事
故
を
起
こ

し
た
東
電
は
翌
４
月
、

１０
年
度

（
１１
年
３
月
期
）
分
２
６
９
億

円
の
内
訳
を
初
め
て
公
表
。
テ

レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
放
送
費
に
７０
億

円
、
広
告

・
広
報
掲
載
費
に
４６

億
円
、
Ｐ
Ｒ
施
設
運
営
費
に
４３

億
円
を
使

っ
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
９
月
に
家
庭
向
け

電
気
料
金
を
値
上
げ
し
た
。

東
電
広
報
部
は
取
材
に

「広

告
宣
伝
費
は
ほ
か
の
企
業
と
比

べ
て
突
出
し
て
お
ら
ず
、
報
道

に
圧
力
を
か
け
た

こ
と
も
な

い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

（編
集
委
員

・
小
森
敦
司
、
原
田
朱

美
）否

定
的
な
報
道
に

目
光
ら
す
意
図
か

砂
川
浩
慶
・立
教
大
准
教
授

（
メ
デ
ィ
ア
論
）
の
話
　
長
年

に
わ
た
る
電
力
会
社
の
広
告
費

の
推
移
が
明
ら
か
に
な
る
の
は

初
め
て
だ
。
急
増
し
た
時
期
か

ら
は
、
多
額
の
広
告
費
を
投
じ

る
こ
と
で
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
影
響

力
を
増
し
、
原
発
に
否
定
的
な

報
道
に
目
を
光
ら
せ
よ
う
と
し

た
意
図
が
透
け
て
見
え
る
。
普

及
開
発
関
係
費
は
電
気
料
金
の

一
部
で
あ
り
、
電
力
各
社
は
利

用
者
に
実
態
を
説
明
す
る
義
務

が
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
側
も
原
発

報
道
を
タ
ブ
ー
視
し
て
い
な
か

っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
の
自
己

検
証
が
求
め
ら
れ
る
。

地
域
の
独
占
企
業
で
あ
る
電

力
会
社
に
は
競
争
相
手
が
事
実

上
い
な
い
の
に
、
最
近
の
普
及

開
発
関
係
費
は
年
別
で
計
約
１

千
億
円
に
上

っ
て
い
た
。
こ
の

額
は
自
動
車

・
家
電
の
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
と
同
規
模
だ
。

普
及
開
発
関
係
費
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
が
支
払
う
電
気
料

薔
後４２奮
米
事
故
後
に
急
増

原
発
を
持

つ
大
手
電
力
９
社
が
１
９
７
０
年
度
か
ら
の
４２

年
間
で
、
計
２
兆
４
千
億
円
を
超
え
る
普
及
開
発
関
係
費

（
広
告
宣
伝
費
）
を
支
出
し
て
い
た
こ
と
が
朝
日
新
聞
の
調

べ
で
分
か

っ
た
。
米
国

・
ス
リ
ー

マ
イ
ル
島
で
原
発
事
故
が

起
き
た
７０
年
代
後
半
か
ら
急
増
。
メ
デ

ィ
ア
に
巨
費
を
投

じ
、
原
発
の
推
進
や
安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
実
態
が
浮
き

彫
り
に
な

っ
た
。▼

１０

ｏ
ｌｌ
面
＝

「
原
発
と
メ
デ

ィ
ア
」
特
集

９
社
総
額
は
２
兆
４
１
７
９

億
円
で
、
会
社
別
の
最
多
は
東

京
電
力
の
６
４
４
５
億
円
、
次

い
で
関
電
の
４
８
３
０
億
円
。

東
北
、
中
部
、
九
州
の
３
社
も

２
千
億
円
台
半
ば
だ

っ
た
。
年

別
で
は
、

７９
年
の
ス
リ
ー

マ
イ

ル
島
事
故
ま
で
は
９
社
で
計
２

０
０
億
円
弱
だ

っ
た
が
、
旧
ソ

連

・
チ

エ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
が
起
き
た
８６
年
に
は
４
０
０

億
円
を
突
破
し
た
。
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巨
額
広
告
費
で
発
言
力

電
力
業
界
原
発
批
判
報
道
に
抗
議

４２
年
間
で
計
２
兆
４
１
７
９

億
円
。
原
発
を
持
つ
電
力
９
社

が
投
じ
て
き
た
普
及
開
発
関
係

費

（
広
告
宣
伝
費
）
は
、
地
域

の
独
占
企
業
と
し
て
競
争
相
手

が
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

自
動
車

・
家
電
の
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
に
匹
敵
す
る
。
背
景
に
何

が
あ

っ
た
の
か
。

「原
子
力
の
広
報
に
は
金
が

か
か
り
ま
す
よ
。
し
か
し
、
単

な
る
Ｐ
Ｒ
費
で
は
な
く
、
建
設

費
の

一
部
と
お
考
え
い
た
だ
き

た
い
」
。
電
気
事
業
連
合
会
広

報
部
長
だ

っ
た
故
鈴
木
建
氏
は

電
力
各
社
の
社
長
会
で
そ
う
述

べ
た
と
記
し
て
い
る
。

実
際
に
普
及
開
発
関
係
費
の

９
社
総
額
は
、
各
地
で
原
発
の

建
設
計
画
が
動
き
出
す
７０
年
代

後
半
に
１
０
０
億
円
を
突
破
。

８０
～
９０
年
代
は
米
国

・
ス
リ
ー

マ
イ
ル
島
や
旧
ソ
連

・
チ

ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
で
反
原

発
の
声
が
高
ま
る
の
に
対
応
す

る
か
の
よ
う
に
増
え
、
２
０
０

５
～
０７
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
１
千

億
円
を
超
え
た
。

電
力
業
界
は
普
及
開
発
関
係

費
を
Ｃ
Ｍ
や
意
見
広
告
の
費
用

に
あ
て
た
ほ
か
、
有
力
な
報
道

・
情
報
番
組
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に

な
る
な
ど
、
巨
額
を
投
じ
る
こ

と

で

マ
ス
コ
ミ

ヘ
の

「
発
言

一

カ
」
を
増
し
た
。　
一
方
、
原
発

の
安
全
性
を
疑
問
視
す
る
報
道

に
は
強
く
抗
議
し
て
き
た
。

東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事

故
の
後
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
に

は

「メ
デ
ィ
ア
は
電
力
業
界
か

ら
の
広
告
費
で

『原
子
力
村
』

の

一
員
に
な

っ
た
」
と
い
う
批

判
が
噴
出
。
昨
年
１１
月
に
は
、

電
気
料
金
制
度

ｏ
運
用
の
見
直

し
に
向
け
た
経
済
産
業
省
の
有

識
者
会
議
で

「
メ
デ
ィ
ア
は
広

告
費
を
も
ら
う
こ
と
で
電
力
会

社
に
依
存
し
、
原
発
批
判
が
で

き
な
く
な

っ
て
い
た
」

（
学
習

院
大
学

・
八
田
達
夫
特
別
客
員

教
授
）
と
の
指
摘
が
出
た
。

原
発
広
報
に
関
わ

っ
た
こ
と

が

あ
る
広
告
会
社
の
社

員
は

「電
力
の
広
告
単
価
は
他
業
界

に
比
べ
相
当
高
か

っ
た
。
そ
れ

は
メ
デ
ィ
ア
に

『
原
発
推
進
の

側
に
い
て
く
れ
』
と
い
う
狙
い

が

込
め
ら
れ
て
い
た
」
と
話

す
。
　
　

　

　

　

（小
森
敦
司
）

電力9社の普及開発関係費(広告費)の推移
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米アイオワ州生まれ。

ブルームバーグ、AP通
信、ウォータレス トリー ト

・ ジャーナルを経てNY
タイムズヘ。2009年から

現職。 3011関連報道で

12年ピュリツァー賞国際

報道部門の次点に選出さ

れた。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・タ
イ
ム
ズ
東
京
支
局
長

勢
の
こ
と
だ
。
米
国
の
メ
デ

ィ
ア

は
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
事
前
に
批
判
し

な
か
っ
た
と
か
、
ブ
ッ
シ

ュ
政
権
の

言
い
な
り
に
な

っ
て
い
た
と
か
い
う

失
敗
が
後
で
わ
か
り
、
マ
ス
コ
ミ
不

信
が
広
が

っ
た
。
新
聞
は
信
頼
さ
れ

な
い
な
ら
価
値
が
な
い
。
信
頼
性
が

い

っ
た
ん
失
わ
れ
た
ら
大
変
だ
」

―
―

「
『
本
当
の
こ
と
』
を
伝
え

な
い
日
本
の
新
聞
」
と
い
う
本
を
書

き
ま
し
た
ね
。

「３

ｏ
ｌｌ
後
に
日
本
の
新
聞
も
米

国
の
失
敗
と
同
様
の
状
況
に
陥

っ
て

い
る
と
感
じ
た
。
日
本
で
は
記
者
ク

ラ
ブ
制
度
が
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
を
助
長
し
て
い
る
。
記
者
に
こ

れ
で
は
い
け
な
い
、
と
い
う
問
題
意

識
が
あ

っ
て
も
、
紙
面
は
当
局
や
エ

リ
ー
ト
の
側
に
立
つ
傾
向
が
強
い
。

そ
れ
は
読
者
が
求
め
て
い
る
内
容
と

は
違
う
。
記
者
ク
ラ
ブ
は
あ

っ
て
も

い
い
が
、
競
争
し
、
書
か
れ
て
い
な

い
記
事
を
書
か
な
く
て
は
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ス
報
道
が
自
社
の
論
説
に
引

き
ず
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も

大
切
だ
」
　

　

（聞
き
手
・
小
此
木
潔
）

政府の情報、うのみにした

マ
ー

テ
イ
ン
・
フ
ア
ク

ラ

ー
氏

日
本
メ
デ
ィ
ア
の
原
発
報
道
を
ど

う
み
る
か
。

ニ
ュ
ー
コ
ー
ク

・
タ
イ

ム
ズ
東
京
支
局
長
の
マ
ー
テ
ィ
ン

・

フ
ァ
ク
ラ
ー
氏
（
４６
）
に
聞
い
た
。

―
―
原
発
事
故
の
直
後
の
報
道
に

つ
い
て
。

「情
報
不
足
だ

っ
た
と
思
う
が
、

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

（
炉
心
溶
融
）
の
可

能
性
は
も

っ
と
早
く
報
道
す
べ
き
だ

っ
た
。

『保
安
院
は
こ
う
言

っ
て
い

る
が
専
門
家
は
こ
う
言

っ
て
い
る
』

な
ど
と
書
く
や
り
方
は
あ

っ
た
」

―
―
日
本
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
の
根

本
的
な
問
題
は
何
か
。

「政
府
や
東
電
が
記
者
会
見
で
言

っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
書
い
た
感
じ

だ
。
政
府
は
な
る
べ
く
事
態
を
小
さ

く
見
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。

メ
デ
ィ

ア
が
多
く
の
場
合
、
そ
れ
を
う
の
み

に
し
た
こ
と
も
問
題
だ
。
記
者
が
役

所
な
ど
の
情
報
を
頼
り
、
同
じ
見
方

に
な
り
が
ち
だ
」

―
―
米
国
に
も
似
た
失
敗
例
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

「
『
ア
ク
セ
ス
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
』
と
呼
ば
れ
る
問
題
が
あ
る
。
た

と
え
ば

『
国
務
省
か
ら
情
報
が
欲
し

い
の
で
批
判
し
な
い
』
と
い

っ
た
姿

ご



原
発

直
視
し
て
き
た
か

メ
デ
ィ
ア
は
原
発
と
ど
う
向
き
合

っ
て
き
た
の
か
。
連
載
に
た
ず
さ
わ

っ
た

編
集
委
員
と
記
者
の
８
人
が
話
し
合

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
，

隈
元
信

一
・
編
集
委
員
　
連
載
で

は
ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
は
原
発
の

「安

全
神
話
」
に
加
担
し
た
の
か
、
を
検

証
し
た
わ
け
だ
が
。

上
丸
洋

一
・
編
集
委
員
　
安
全
神

話
は
原
爆
か
ら
始
ま

っ
た
。
占
領

下
、
米
国
は
原
爆
は
非
人
道
的
で
な

い
と
強
調
す
る
た
め
、
放
射
能
の
害

を
限
定
的
に
し
か
認
め
な
か

っ
た
。

そ
し
て
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
１
９
５

０
～
６０
年
代
、
平
和
利
用
を
あ
お

っ

た
。

７０
年
前
後
に
科
学
技
術
の
進
歩

が
い
い
こ
と
ば
か
り
で
な
い
と
よ
う

や
く
気
付
き
、
安
全
性
に
目
を
向
け

た
。
朝
日
新
聞
は
イ
エ
ス

・
バ
ッ
ト

（
条
件
付
き
容
認
）
だ

っ
た
が
、
実

質
は
イ
エ
ス
．
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
の

事
故
で
も
変
わ
ら
な
か

っ
た
。

川
本
裕
司

・
編
集
委
員
　
チ

ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
も
手
放
し
の
推
進

論
が
薄
ま

っ
た
程
度
で
、
原
発
が
本

当
に
必
要
か
と
い
う
本
質
的
な
議
論

永
井
靖
二
記
者

（
大
阪
社
会
部
）

第3種郵便物認可

昨年10月 にスタートした朝日新聞の夕刊連載「原発とメディア」

が27日 、終わった。10テ ーマ、計306回 にわたる報告からは、原発

報道をめぐる様々な反省点と教訓が改めて浮かび上がった。今後に

生かすには、問題の検証を怠らない姿勢が必要となる。
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原
発
が
あ
る
地
域
の
記
者
は
、
原

発
は
危
険
と
い
う
認
識
が
あ

っ
た
。

だ
が
、
全
国
紙
は
地
域
面
だ
け
載
る

ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
。
福
井
新
聞
の
過

去
４０
年
の
原
発
報
道
を
調
べ
た
ら
、

問
題
を
し

っ
か
り
書
い
て
い
る
記
事

が
多
か

っ
た
。
そ
れ
も
全
国
で
は
読

ま
れ
な
い
。

隈
元
　
僕
は
電
力
業
界
か
ら
企
画

協
力
費
を
も
ら
っ
て
い
た
青
森
の
地

方
紙
の
こ
と
を
書
い
た
。
こ
れ
は
内

部
告
発
で
発
覚
し
た
。
自
浄
作
用
が

あ

っ
た
こ
と
は
救
い
が
あ

っ
た
。

永
井
　
原
発
関
連
で
働
く
人
も
い

る
し
、
補
償
金
を
も
ら
う
人
も
い
る
。

地
域
を
歩
く
と
、
改
め
て
濃
密
な
地

域
の
利
益
供
与
の
構
造
を
感
じ
る
。

隈
元
　
司
法
編
で
、
反
対
派
住
民

の

「
ま
た
敗
訴
か
」
と
い
う
絶
望
感

が
伝
わ

っ
た
。

河
原
田
慎

一
記
者

（
名
古
屋
社
会

部
）
　

公
害
訴
訟
な
ど
は
国
で
是
正

し
て
欲
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
た
判
決
が
あ

っ
た
が
、
原
発
訴

訟
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

９２
年
の
伊

方
原
発
訴
訟
の
最
高
裁
判
決
は
原
告

側
に
も
評
価
さ
れ
た
面
が
あ

っ
た

が
、
そ
の
後
の
裁
判
で
裁
判
官
は
国

や
電
力
側
の
主
張
を
最
新
の
科
学
的

知
見
と
し
て
、
判
断
を
放
棄
し
て
し

ま

っ
た
。
メ
デ
ィ
ァ
は
訴
訟
に
真
剣

に
向
き
合
わ
ず
、
原
告
を

「反
対
の

た
め
の
反
対
だ
」
と
と
ら
え
た
の
で

は
な
い
か
。

隈
元
　
メ
デ
ィ
ァ
も
広
告
費
な
ど

を
通
じ
て

「原
子
力
村
」
の

一
員
と

批
判
さ
れ
た
。

小
森
　
ニ
ュ
ー
ス
番
組
に
電
力
会

社
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
つ
い
た
。

テ
レ
ビ
局
は
電
力
会
社
が
大
株
主
だ

っ
た
り
、
電
力
会
社
の
人
が
番
組
審

議
会
委
員
だ

っ
た
り
。
原
発
の
問
題

追
及
が
で
き
な
い
と
市
民
が
疑
う
の

は
当
然
だ
。
朝
日
Ｏ
Ｂ
ら
も
東
電
の

広
報
誌
づ
く
り
で
報
酬
を
得

て
い

た
。川

本
　
新
聞
の
原
発
批
判
記
事
に

は
電
力
会
社
か
ら
決
ま

っ
て
抗
議
が

あ

っ
た
。
推
進
論
に
距
離
を
置
く
記

者
で
す
ら
、
原
発
事
故
を
想
定
す
る

よ
う
な
記
事
に
つ
い
て
は
、
抗
議
や

社
内
で
の
摩
擦
を
考
え
る
と
面
倒
さ

が
先
立

っ
た
と
振
り
返

っ
て
い
た
。

永
井
　
７０
年
代
に
原
発
地
域
に
駐

在
し
た
朝
日
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
電
力
会
社

の
接
待
を
断
る
の
に
苦
労
し
た
話
を

聞
か
さ
れ
た
。
今
は
記
者
も
応
分
の

負
担
を
す
る
よ
う
定
め
た

「行
動
基

準
」
が
あ
る
。

小
森
　
民
放
の
原
発
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
の
制
作
者
が
異
動
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
も
。
た
だ
、
電
気
料
金
算
定

の
ル
ー
ル
の
見
直
し
で
電
力
業
界
の

広
告
費
は
大
き
く
減
る
こ
と
に
な

る
。隈

元
　
子
ど
も
編
で
は
漫
画
を
使

っ
た
広
告
を
取
り
上
げ
た
。

「鉄
腕

ア
ト
ム
」
の
手
塚
治
虫
が
原
発
反
対

だ
と
知
ら
な
い
人
も
多
か

っ
た
の
で

は
な
い
か
。

原
田
朱
美
記
者

（
東
京
社
会
部
）

科
学
が
人
を
幸
せ
に
す
る
と
信
じ

ら
れ

て
い
た
５０
～
６０
年
代
、
彼
は

「
そ
う
で
は
な
い
の
で
は
」
と
描
い

た
。
ア
ニ
メ
化
さ
れ
た
時
に
そ
の
部

分
が
落
と
さ
れ
、
科
学
全
盛
の
プ

ロ

パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
流
通
し
た
の
が
悲

劇
だ

っ
た
。

（原
発
広
告
を
描
い
た

他
の
漫
画
家
は
）
原
発

へ
の
問
題
意

識
が
低
か

っ
た
。
親
友
に
頼
ま
れ
た

な
ど
と
し
て
引
き
受
け
、
社
会
的
影

響
力
を
自
覚
し
て
い
な
か

っ
た
。

広告費で批判受けた断

追及不足の疑い当然 Jヽ森

ダ



(、夕 干」)

検証継続 報道の責務

原発とメディアの関係について語

る記者たち=東京都中央区の朝 日

新聞東京本社、遠藤真梨撮影

「原発はいらない」一一。首相官邸前

での抗議行動は衆院選後も続 く=21日
夜、東京・永田町、山本壮一郎撮影

原発ゼロ社説で激論 砒木

独自の情報源が不足 lllA

現
場
取
材
の
あ
り
方
、
社
説
の
転
換
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の

役
割
…
…
。
議
論
は
原
発
事
故
後
の
動
き
に
も
お
よ
ん
だ
。

隈
元
　
３

●
１１
後
、
メ
デ
ィ
ア
は

「大
本
営
発
表
」
と
批
判
さ
れ
た
。

川
本
　
既
存
メ
デ
ィ
ァ
は
独
自
の

情
報
源
に
欠
け
、
東
電
や
政
府
の
発

表
を
超
え
る
報
道
が
不
足
し

て
い

た
。小

此
木
潔

・
編
集
委
員
　
官
房
長

官
が

「
た
だ
ち
に
影
響
は
な
い
」
と

言

っ
た
が
、
何
が
根
拠
か
、
な
ぜ
専

門
家
が
横
に
い
な
い
の
か
、
と
た
だ

さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

隈
元
　
現
場
か
ら
逃
げ
た
と
い
う

批
判
も
あ

っ
た
。

上
丸
　
朝
日
は
１
号
機
爆
発
の
十

数
分
前
に

「炉
心
溶
融
の
危
険
が
あ

る
か
ら
、
原
発
か
ら
３０
♂
離
れ
よ
」

と
記
者
に
命
じ
た
。
報
道
機
関
の
多

く
は
住
民
が
避
難
す
る
よ
り
先
に
記

者
を
遠
く

へ
退
避
さ
せ
た
。

「皆
さ

ん
、
危
な
い
か
ら
逃
げ
た
方
が
い

い
」
と
声
を
か
け
な
か

っ
た
。

川
本
　
事
故
現
場
に
近
づ
い
て
放

射
線
量
計
が
鳴

っ
て
い
ま
す
、
と
い

っ
た
リ
ポ
ー
ト
は
意
味
が
な
い
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
番
組

「ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ

く
る
放
射
能
汚
染
地
図
」
が
優
れ
て

い
た
の
は
、
科
学
者
た
ち
と
デ
ー
タ

を
集
め
分
析
す
る
と
い
う
設
計
図
が

あ

っ
た
か
ら
だ
。

隈
元
　
朝
日
は
昨
年
７
月
、

「原

発
ゼ
ロ
社
会
」
を
提
言
し
た
。

小
此
木
　
激
し
い
議
論
が
あ

っ

た
。
背
景
は
脱
原
発
の
世
論
。
だ

が
、
論
説
委
員
ら
は

「原
発
を
な
く

す
と
電
力
不
足
に
な
ら
な
い
か
」

「温
暖
化
ガ
ス
削
減
を
ど
う
す
る
」

と
い

っ
た
疑
間
に
答
え
る
べ
く
約
３

カ
月
間
、
討
議
し
た
。
社
内
に
も
相

当
な
異
論
が
あ

っ
た
。

小
森
　
今
も
市
民
の
間
に
は
即
座

に
原
発
を
廃
止
す
べ
き
だ
と
の
声
が

根
強
い
。
放
射
性
廃
棄
物
を
増
や
し

て
い
い
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

隈
元
　
今
す
ぐ
脱
原
発
し
て
も
、

１０
万
年
も
管
理
が
必
要
な

「原
発
ゴ

ミ
」
を
ど
う
す
る
の
か
。
青
森
で
取

材
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
の
解
決
の

難
し
さ
を
痛
感
し
た
。

小
此
木

　

（
反
原
発
の
科
学
者

の
）
高
木
仁
二
郎
は
地
震
と
津
波
で

事
故
が
起
こ
る
可
能
性
を
書
き
、
危

な
い
原
発
に
福
島
第

一
を
入
れ
て
い

た
。
メ
デ
ィ
ァ
は
難
勢
に
反
省
し
な

い
と
い
け
な
い
。

川
本
　
民
意
を
と
ら
え
る

ア
ン
テ

ナ
が

マ
ス
メ
デ

ィ
ァ
は
低
か

っ
た
。

昨
年
４
月
に
東
京

で
１
万
５
千
人
の

デ

モ
が
あ

っ
た
が

、
朝
日
は
報
じ
て

い
な
い
。
ネ

ッ
ト

で
は

「
メ
デ

ィ
ア

は
う
そ

つ
き
」

「
不
安
を
あ
お
り
す

ぎ
」
と
か
め
「
の
双
方
が
あ
っ
た
。

低
線
量
被
曝
な
ど

で

「
危
険
」
と

「問
題
な
い
」
の
両
論
併
記
に
と
ど

妻   〔ミ

右
面
か
ら
続
く



■「原発 とメデ ィア」(2011年10月

～ 12年12月 、計 306回 )の概要

(1)「平和利用」への道 40回  被爆
国 。日本で「核」力

'電
力に利用さ

れた経緯を検証   (上 丸洋一 )

(2)容認の内実 38回 朝 日新聞の条

件つき原発容認社論「イエス・バ

ット」が成立した過程に迫る (同 )

(3)対立のはざまで 28回 1980年代

以降相次ぐ原発事故の後追いに熱

始したメディアの混迷 (り |1本裕司 )

(4)安全神話の崩壊 14回 警鐘を鳴
らさなかったメディアと東電福島

第一原発事故後の反省   (同 )

(5)司法 22回 原発反対派が起こし

た訴訟にどう向き合 つてきたのか

を探る (河原田慎― )

(6)青森・下北半島 45回 原子力施

設が押しつけられた本州最北の地

に対するメディアの姿勢
.(隈

元信一 )

(7)福井・ 若狭湾 39回  「原発銀
座」の推進構造と反対派住民らの

闘いを描く    (永 井靖二 )

(8)マネー 33回 電力業界からメデ

ィアに流れた巨額資金の実態と影

(9)子ども 22回 漫画、教科書、小

学生新間が原発を子どもたちにど

う伝えたのか    (原 田朱美 )

(10)3011後 25回 原発事故後の記

者たちの思いと行動、朝 日の社説
転換を検証  (上丸、小此木潔 )

・11後はネ 識・意
一
ト００

　けルロ“晴馘け『る手だてを見

隈
元
　
今
後
の
報
道
は
ど
う
あ
る

ま
り
、
間
を
埋
め
る
報
道
が
足
り
な

い
と
い
う
指
摘
は
重
い
。

永
井
　
原
発
が
あ
る
自
治
体
の
動

向
や
地
元
住
民
の
発
言
は
、
都
市
部

の
紙
面
に
は
載
り
に
く
い
。
電
力
の

「産
地
」
と

「消
費
地
」
の
意
識
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
全
国
メ
デ
ィ
ア
が
埋
め

切
れ
て
い
な
い
実
態
は
続
い
て
い
る

と
思
う
。

河
原
田
　
福
島
の
事
故
後
、
全
国

で
運
転
差
し
止
め
訴
訟
が
起
き
た
。

佐
賀
の
玄
海
原
発
訴
訟
は
原
告
１
万

人
を
目
指
す
大
規
模
な
も
の
だ
が
、

全
国
版
の
扱
い
は
小
さ
い
。
司
法
が

う
ね
り
を
起
こ
す
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

一

つ
に
な
り
得
な
か

っ
た
。

原
田
　
メ
デ
ィ
ア
は
３

●
１１
の

後
、
ネ
ッ
ト
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
強
く

意
識
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
た
だ
、

ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ

ョ
リ

べ
き
だ
ろ
う
。

原
田
　
取
材
で
、
震
災
前
に
日
本

原
子
力
学
会
で
発
表
さ
れ
た
原
発
報

道
分
析
の
資
料
を
見

つ
け
た
。
反
原

発
は
事
故
が
あ
る
と
盛
り
上
が
る

が
、
５
年
か
１０
年
で
落
ち
着
く
と
書

か
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
反
原
発
の
勢

い
は
衰
え
る
と
見

て
い
る
の
だ
ろ

う
。

メ
デ
ィ
ア
が
し

っ
か
り
報
じ
な

い
と
。

川
本
　
専
門
性
の
強
化
や
組
織
内

の
体
制
も
課
題
だ
。
原
子
力
を
め
ぐ

る
各
部
門
の
連
携
が
弱
か

っ
た
。

上
丸
　
報
道
機
関
は
目
の
前
で
起

き
た
こ
と
を
伝
え
る
の
は
得
意
だ

が
、
既
成
事
実
化
し
た
構
造
的
な
問

題
を
掘
り
起
こ
す
の
は
苦
手
だ
。

．隈
元
　
な
に
か
起
き
た
時
だ
け
で

は
な
く
、
絶
え
間
な
く
検
証
を
続
け

て
い
く
。

「普
段
」
と

「不
断
」
の

検
証
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
連
載
は

ひ
と
ま
ず
終
え
た
が
、
こ
の
作
業
に

終
わ
り
は
な
い
。

原発地域と都市に溝 耕

7
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◆地域メディア 南相馬のミニ放送局

心
つ
な
ぐ
身
近
な
情
報
源

福
島
第

一
原
発
か
ら
２５
ざ
ｏ
南
相
馬

市
に
昨
年
７
月
、
小
さ
な
テ
レ
ビ
局

「南
相
馬
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
が
で
き
た
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
空
き
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
被
災
者
に
情
報
を
送
る
。
市
外

へ
の
避
難
者
に
は
対
応
テ
レ
ビ
を
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
に

つ
な
げ
ば
見
ら
れ
る

「
ア
ク
ト
ビ
ラ
」
な
ど
で
届
け
る
。

ス
タ
ジ
オ
を
訪
ね
る
と
、
除
染
の
映

像
を
編
集
中
。
放
射
線
情
報
を
デ
ー
タ

放
送
に
流
す
作
業
も
し
て
い
た
。

運
営
会
社
の
本
社
は
金
沢
に
あ
る
。

コ
日
、
北
陸
か
ら
相
馬
地
方
に
大
量
移

民
し
た
縁
が
生
き
た
」
と
野
口
高
志
社

長
（
４２
）
ｏ
富
山
県
南
砺
市
が
特
区
に
な

っ
た
地
デ
ジ
の
実
験
を
生
か
せ
な
い
か

と
南
相
馬
を
訪
ね
て
驚
い
た
と
い
う
。

原
発
事
故
で
市
民
７
万
人
の
う
ち
６

万
人
が
避
難
し
た
。
残

っ
た
の
は
ほ
と

ん
ど
高
齢
者
。
外
出
で
き
ず
、
ネ
ッ
ト

も
使
え
な
い

「情
報
弱
者
」
だ

っ
た
。

「ど
の
家
に
も
あ
る
テ
レ
ビ
に
情
報

を
送
る
し
か
な
い
」

一
足
先
に
臨
時
災
害
放
送
局
が
開
局

し
て
い
た
。
南
相
馬
ひ
ば
リ

エ
フ
エ

蒻

輩

饂

今
野
聡
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
４２
）
は

「残

っ
た
人
と
避
難
し
た
人
で
心
が
離

れ
な
い
よ
う
、
市
民
の
声
を
ラ
ジ
オ
に

の
せ
た
い
」
と
言
う
。

南
相
馬
市
の
佐
藤
祐

一
・
情
報
政
策

課
長
（
５８
）
は

「非
常
時
に
ど
の
メ
デ
ィ

ア
が
役
立
つ
か
わ
か
ら
な
い
。
テ
レ
ビ

も
ラ
ジ
オ
も
大
事
」
と
指
摘
す
る
。

実
際
、
い
わ
き
市
で
は
昨
年
３
月
１１

日
、
地
域
紙
の
い
わ
き
民
報
が
機
能
停

止
に
陥

っ
た
。
津
波
に
襲
わ
れ
た
記
者

は
、
Ｆ
Ｍ
い
わ
き
に
情
報
を
送

っ
た
。

Ｆ
Ｍ
い
わ
き
は
阪
神
大
震
災
の
教
訓

か
ら
生
ま
れ
た
。

「
つ
く

っ
て
お
い
て

本
当
に
良
か

っ
た
」
と
渡
辺
弘
社
長

（
６７
）
ｏ
原
発
事
故
で
市
外

へ
の
避
難
が

増
え
た
が
、
市
外
か
ら
も
２
万
人
以
上

が
移

っ
て
き
た
。

「み
な
市
民
。
地
域

再
生
の
力
に
な
り
た
い
」

南
相
馬
で
今
月
１１
日
、
東
北
の
災
害

Ｆ
Ｍ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ

っ
た
。
神

戸
か
ら
支
援
に
来
た
Ｆ
Ｍ
わ
い
わ
い
の

日
比
野
純

一
代
表
（
５０
）
は

「臨
時
災
害

局
の
役
割
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
と
い
う

空
気
が
行
政
に
あ
る
。
だ
が
、
培

っ
て

き
た

『人
と
人
の
つ
な
が
り
」
を
生
か

す
の
は
こ
れ
か
ら
だ
」
と
語
る
。

長
く
続
く
被
害
だ
。
身
近
な
情
報
を

送
る
地
域
メ
デ
ィ
ア
が
な
く
て
い
い
は

ず
が
な
い
。
　
　

　
　

　

（限
万
信

こ



潜
在
的
な
意
見
を
可
視
化

千
葉
県
船
橋
市
に
住
む
男
性
会
社
員

（
５．
）
は
今
年
６
月
、
市
内
で
あ

っ
た
関

西
電
力
大
飯
原
発
の
再
稼
働
に
抗
議
す

る
デ

モ
に
参
加
し
た
。
デ
モ
の
こ
と

は
、
市
民
団
体

「脱
原
発
杉
並
」

（
東

京
）
が
約
１０
日
前
に
呼
び
か
け
た
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
知

っ
た
。

３
年
前
の
衆
院
選
で
は
、
野
田
佳
彦

前
首
相
の
ビ
ラ
を
各
戸
に
入
れ
て
回

っ

た
。
し
か
し
、

「政
権
交
代
に
か
け
た

が
、
見
事
に
裏
切
ら
れ
た
」
。
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
は
マ
ス
コ
ミ
の
伝
え
な
い
情
報

が
早
く
入
る
、
と
感
じ
て
い
る
。

原
発
事
故
か
ら
間
も
な
い
昨
年
４

月
。
長
女
が
当
時
２
歳
だ

っ
た
東
京
都

文
京
区
の
編
集
者
工
藤
玲
子
さ
ん
（
４３
）

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト
の

区
内
の
子
育
て
仲
間
に
よ
る
集
ま
り
で

「放
射
能
の
こ
と
が
心
配
で
す
」
と
い

う
書
き
込
み
を
見

つ
け
た
。

東
京
都
の
放
射
線
の
公
表
数
値
は
新

宿
の
高
さ
約
２０
厨
で
の
測
定
だ

っ
た
。

工
藤
さ
ん
は
同
年
６
月
、
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
知
り
合

っ
た
母
親
ら
と
と
も
に
、

区
内
の
保
育
園
や
小
学
校
の
地
上
１
研

の
放
射
線
量
測
定
な
ど
を
文
京
区
長
に

求
め
る
署
名
活
動
を
始
め
た
。

１０
日
間

で
７
千
人
分
が
集
ま
り
、
測
定
は
７
月

に
実
施
さ
れ
た
。

情
報
不
足
を
感
じ
た
り
、
社
会
に
不

安
を
抱
え
た
り
し
て
い
る
人
た
ち
を
つ

な
ぐ

「ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ァ
」
。
早
稲
田

大
の
田
中
鞣
尺
准
教
授

（
科
学
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
論
）
ら
が
事
故
発
生
か
ら
３

カ
月
間
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
そ
の
情
報
を

編
集
し
た

「ト
ゥ
ギ
ャ
ッ
タ
ー
」
な
ど

を
分
析
す
る
と
、
低
線
量
被
曝
の
健
康

影
響
に
対
す
る
悲
観
論
の
比
率
が
６
割

合
を
占
め
て
い
た
。
全
国
紙
４
紙
と
比

べ
て
、

「反
／
脱
原
発
」
の
意
見
の
割

合
も
高
か

っ
た
。

田
中
准
教
授
は

「
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア

は
新
聞
が
声
を
大
に
し
て
言
い
に
く
か

っ
た
意
見
を
可
視
化
し
、
補
完
す
る
関

係
に
あ

っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

水
産
物
の
放
射
能
汚
染
に
詳
し
い
勝

川
俊
雄

・
二
重
大
准
教
授
は
、
こ
う
提

言
す
る
。

「
マ
ス
メ
デ
ィ
ァ
は
政
府
の
基
準
値

が
守
ら
れ
た
か
ど
う
か
だ
け
で
な
く
、

『
細
か
い
こ
と
は
気
に
し
な
い
』

『
魚

は
食
べ
た
い
が
、
政
府
基
準
は
や
や
不

安
』

『
リ
ス
ク
が
あ
る
も
の
は
口
に
し

な
い
』
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の

人
に
向
け
、
食
べ
方
の
判
断
と
な
る
材

料
を
踏
み
込
ん
で
伝
え
て
ほ
し
い
」

．
　

（川
本
裕
司
）

◆ネットメディア 発信する市民たち

プ



56年 1月 原子力政策を決める原子力委員会が設
置され、正力が初代委員長に就任

3月 産業界が日本原子力産業会議を設立し、
大手紙幹部が参加

5,年 8月 茨城県東海村の日本原子力研究所の米
国製原子炉に日本初の「原子の火」。朝
日はコラムで「人類の平和と幸福の、行く
てを護(まも)る灯台の火ともなれ」

6各イ月 日本新聞協会の欧米原子力事情視察記
者団にマスコミから11人参加

69年 Z月 原子力の啓蒙 (けいもう)を図る「日本原
子力文化振興財団」が設立される

=嶽
3月 日本原子力発電敦賀原発が完成、大阪

万博に「原子の明かり」送る

π年3月 東京電力福島第一原発1号機が営業運
転開始。読売は福島版で「すべて順調
ゴー」と報じる

72年 2月 大物漫画家らと電力業界をつなぐ「漫画
社」が設立される

π年″月石油危機を受け、科学技術庁長官が「エ

ネルギー問題を解決するカギは原子力」と
発言。朝日は社説で「建設テンポをあまり
早めない方がよい」

ア仁 御弓発電所を立地する地元に補助金を落とす
電源三法が成立。朝日、毎日、読売は社説
で取り上げず

∂月電力業界が朝日に原発推進のための意
見広告を載せる。これを皮切りに各紙で

掲載される

知 原子力船「むつ」の

774イ月朝日・調査研究室の「原子力共同研究班」
で岸田純之助が、原発を容認したうえで安
全などに注文をつける「イエス・バット」を説く

(敬称略)The Asan Shmbun
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f945年
胡

広島、長崎に原爆投下

9月 朝日新間が被爆体験記など掲載。連合国
軍総司令部が48時間の発行停止を命じる

5αttf月 米大統領のトルーマンが中国の朝鮮戦争
参戦で「原爆使用考慮中」を表明。大手
紙は反対唱えず

5イ年1月 読売新聞が原子力研究に焦点を当てた
1_連嗜町黎y三太陽を生うえたJを捐戟 …
3月 読売がマグロ漁船。第五福竜丸の米水爆

実験による被曝 (ひばく)を特報。原水爆
反対の世論が高まる

5542月 読売社主だった正力松
太郎が総選挙で「原子
力の平和利用」を掲げ
て当選

みをたどる連載「原子雲を越えて」を掲載
ff月 読売と米広報庁主催の「原子力平和利

用博覧会」が東京で開かれる。朝日も同
庁と京都や大阪で開催

当て

:彎  :

放射線漏れ事故。朝
日は社説で原発拡大
計画を「修正すべき
だ」と書く。論説委員・

岸田純之助が執筆

%降 湘 朝日が連載「核燃
料 探査から廃棄物
処理まで」開始

/ハ



%咋
"茨

城県東海村の
ジェー・シー・オー(JC
O)東海事業所で臨界

事故。朝日は社説で原

んしたトラブル

6号機から微量の放射性物質を含む水が

海へ流れ出る

θ8年I伽 毎日放送(大阪市)が京大原子炉実験所
の反原発の研究者を取り上げた「なぜ警
告を続けるのか」を関西で放映

fθ年 卵 共産党の衆院議員が国会で、送電鉄塔が
倒れて全電源が喪失する恐れを原子力安
全・保安院長に問う。大手新聞は報道せず

ff年 3月 東日本大震災、東電福島第一原発事故

ディア関係者と北京にい

たことが表面化、電力業

界とメディアの関係を問

…,本
=権

議が多撃■極 
…

5月 首相・菅直人の求めに応じ、中部電力が
浜岡原発の運転停止

劾 朝日が「『原発ゼロ社会」を将来目標に」と
の社説。社論を「原発ゼロ」へ転換

f2年 3月 マスコミ界の重鎮を含むエネルギー・原子
力政策懇談会の有志が停止中の原発の
再稼働を首相に提言

棚 首相官邸前で抗議行動を続ける市民団
体代表と首相・野田佳彦が面会

朗 民主党政権が「2030年代に原発稼働ゼ
ロ」を目指す新しいエネルギー政策「革新
的エネルギー・環境戦略」をまとめる

原発の安全規制を担う原子力規制委員

会が発足     (敬 称略)Tぃ Asan S■ mbun

■
―

■
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覇朝百記著諸
「 バ夢£詢ⅢⅢゎ岸申純

は社説で「核燃料サイク

∂8年 醐 青森放送が日本テレビ系で[嫁まいね」

の構築」を唱える  _

f9ZttL霧甦輩爾響た鶴曇肇冒
事が目立つ」の質F・n。 そ

:´  の後、機関紙で公開質薇
問状を出す市民団体もヽ

る

力が原発の自主点検データを改ざ

:B6年 イ月チエルノブイリ原発
‐

事故発生

//


